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令和７年６月２０日 

 

 

白老町議会 

 議長 小 西 秀 延 様 

 

 

産業厚生常任委員会     

委員長 森   哲 也  

 

 

所管事務調査の結果報告について 

 

本委員会は、所管事務調査を終了したので、その結果を次のとおり報告しま

す。 

 

記 

 

１ 調 査 事 項  （１）常任委員会 

健康寿命の延伸に向けた予防・健康管理の取組について 

         （２）分科会 

はっぴーふまねっとクラブ白老との懇談 

 

２ 調査の方法  （１）常任委員会 事務調査 

         （２）分科会   懇談・ふまねっと運動体験 

 

３ 調 査 日 程  （１）常任委員会 

令和７年４月 23 日(水) 

令和７年５月 20 日(火) 

         （２）分科会 

令和７年５月 28 日(水) 

 

４ 出 席 委 員 

  委 員 長  森   哲 也   副委員長  飛 島 宣 親 

  委  員  水 口 光 盛   委  員  田 上 治 彦 

  委  員  氏 家 裕 治   委  員  西 田 祐 子 

  委  員  前 田 弘 幹 
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５ 説明のために出席した者の職・氏名 

  高齢者介護課長  伊 藤 信 幸   高齢者介護課主幹  小 川 千 秋 

  高齢者介護課主査  元 木 真 紀   高齢者介護課保健師  野 宮 瑞 紀 

  健康福祉課長  渡 邉 博 子   健康福祉課主幹  本 間 恵美子 

  健康福祉課主査  宮 古 つむぎ   健康福祉課保健師  工 藤 結 花 

 

６ 分科会懇談のため出席した者の職・氏名 

はっぴーふまねっとクラブ白老 

   会 長  吉 村   智 様   石 谷 真希子 様 

          降 矢 愛 弓 様   民 部 敬 子 様 

          鈴 木 キワ子 様   五十嵐 やし子 様 

          秋 田 一 枝 様   鉄 尾 弘 美 様 

 

７ 職務のために出席した者の職・氏名 

  主 幹  小山内   恵   一般事務職員  白 綾 美 紀 

 

８ 調査結果 

（１）常任委員会 

【調査内容について】 

健康寿命の延伸に向けた予防・健康管理の取組における「キラ☆おいポ

イント事業の導入」及び「健診未受診者対策」について調査を実施した。 

 

① キラ☆おいポイント事業 

令和７年度から「介護予防の推進」、「高齢者の生きがいづくり及び社

会参加の推進」、「参加者の健康増進」、「高齢者相互及び地域における支

え合いの体制の構築」を目的に事業が開始された。 

町が実施する「健康体操・ストレッチ教室」、「介護予防サロン・認知

症カフェ」、「健康診断・がん検診」、「健康キャラバン」に参加すると「キ

ラ☆おいポイント」が付与され、ポイントに応じて景品に交換できるこ

とから、本事業の実施により参加者の増加が見込まれている。 

 

② 健診未受診者対策 

平成20年に国保特定健診を開始して以降、受診率は年々上昇し、令和

６年には40.4％となり同規模保険者比較(11町)で２位となっている。 

さらなる受診率向上のため、看護師による未受診者訪問や若年者健診

の充実など新規受診者の獲得に向けた取組が実施されているほか、継続

受診率向上の取組として重症化予防支援や次年度健診自動予約を行う

など、リピーターの獲得と健診受診の利便性向上が図られている。 

また、６年度から受診勧奨はがき、今年度からは自動予約案内の内容、

デザインを刷新し、健診受診の意識の高揚に努めている。 
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【委員会意見】 

第１に、キラ☆おいポイント事業に行政一体となって取り組むべきであ

る。 

本事業の開始により介護予防・健康増進事業への参加促進や健康診断の

新規受診につながることが見込まれることから、健康寿命の延伸に期待で

きるという評価が多くあった。今後は先進地を参考に、スポーツ事業など

町が行う各種事業への対象拡大など積極的な拡充が必要と考える。 

 

第２に、地域ふれあいサロンへの支援を拡充すべきである。 

高齢者が住み慣れた地域で楽しみと生きがいを見いだし、地域の住民が

中心となって高齢者等の生きがい活動の創出及び孤立感の解消を図るこ

とを目的としている地域ふれあいサロンは、健康寿命の延伸に寄与するも

のと考えられる。 

しかし、高齢化などで今後より運営が難しくなることが予測されること

から、実態を把握し、持続可能な運営に向けた支援策が必要と考える。 

 

第３に、特定健診・がん検診の受診率の向上を目指すべきである。 

特定健診の受診率は上昇しており、試行錯誤を重ねてきた結果であると

評価できる。今後も町立病院や各団体と連携した取組により受診率の向上

が期待される。 

また、特定健診の結果から軽スポーツの推進が健康寿命の延伸につなが

ると考えられることから、積極的に推進していくべきである。 

一方、がん検診の受診率は低下傾向であるが、前立腺がんは助成額の増

額により受診率も向上していることから、他のがん検診に対しても費用負

担の軽減を図るべきである。 

民間では血液などを用いたがん検査が実施されており、早期発見につな

がる検査であることから、町独自の支援策として費用負担を検討すべきで

ある。 

 

最後に、本町の高齢化率は上昇傾向であり、今後も上昇していくことが

予測される。健康寿命の延伸は、健康に働けることで社会保障の担い手が

増え、社会保障制度の持続にもつながる側面などあるが、何よりも町民一

人一人のＱＯＬ（生活の質）の向上につながることが重要である。 

高齢化率が高いことは健康寿命の延伸に向けた先進的な施策を展開す

るチャンスでもあり、移住定住にもつなががるような健康のまちづくりを

目指すべきである。 

 

（２）分科会 

産業厚生分科会は、はっぴーふまねっとクラブ白老との懇談を実施した。

その内容については、別紙活動報告書のとおりである。 
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産業厚生分科会の活動報告書 

 

令和７年６月９日 

 

産業厚生常任委員会 

委員長 森  哲也 様 

 

産業厚生分科会    

主査 飛島 宣親  

 

 本分科会は、委員会の広聴活動として下記団体との意見交換を終了したので、

以下のとおり報告いたします。 

団体名： はっぴーふまねっとクラブ白老 （参加者８名） 

日程・会場 

令和７年５月２８日(水) 

午前９時５５分 ～ 午前１１時３５分 

・運動体験  ９時５５分～１０時５０分 

・懇  談 １０時５５分～１１時３５分 

いきいき４・６ 研修室２ 

懇談テーマ 
１．活動状況と課題について 

２．議会や行政への意見・要望等について 

出席委員名 

主 査 飛島 宣親  副主査 森  哲也 

委 員 水口 光盛  委 員 田上 治彦 

委 員 西田 祐子  委 員 前田 弘幹 

意見・要望事項 下記のとおり 

活 動 報 告 

（処理・対応含） 

１．活動状況と課題 

・会員の高齢化と減少により活動継続に不安がある。 

・参加者が減少傾向である。高齢者が多いため足の確保が課

題となっている。 

・有資格者が不足しているが、インストラクター資格、サポ

ーター資格の取得費用を会が負担しており、限られた運営費

から捻出しているため負担が大きい。 

・キラ☆おいポイントの取得を楽しみに参加する方が増えて
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いる。 

２．議会や行政への意見・要望等 

・行政の関わり方で信頼度は変わってくると感じる。行政と

一緒に活動の場を広げていきたい。 

・自家用車や公共交通機関を利用する参加者は少ない。地域

公共交通の充実など、高齢者が足の心配をしないで気軽に参

加できる環境整備が必要。 

・参加者が増えるとうれしい。参加者が増えることで指導者

も増えていくような仕組みが必要。 

・議員の皆さんにも今回の体験と懇談をきっかけにふまねっ

と運動を発信してほしい。 

 

３．まとめ 

・サポーターやインストラクターを充実できるような制度を

考えなければならない。 

・高齢者介護課、健康福祉課、子育て支援課、社会福祉協議

会も合わせて取り組んでいくことが必要。予算も含めて活動

が持続可能になるよう行政に呼び掛けていく。 

・子供たちを交えた活動や企業や団体への支援の働きかけも

必要と考える。 

・様々な課題はあると思うが、妊婦の参加も考えてみてはど

うか。 

・議会として地域公共交通を利用し気軽に参加できる取り組

みや、ふまねっと運動はリハビリと受け止める方も多いとい

う意見もあり、ふまねっと運動の目的や認知症予防につなが

ることを町民に知ってもらうことが重要となり、それをＰＲ

することで参加者の増加につながると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


